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第５８回 ＢＢＳ会員中央研修会
     （主催：法務省保護局，日本ＢＢＳ連盟）

記念式典の翌日、９月２４日（日曜日）、センター棟で、中央研修員９７人を含むＢＢＳ会員

１６３人が参加し第５８回ＢＢＳ会員中央研修会が開催されました。

開式後、法務省保護局古田康輔更生保護振興課長の挨拶に続き、日Ｂ連田中燈一副

会長がコーディネーターとなり、パネルディスカッション「悩める子どもたちのために、いま

私たちができること」を行いました。

警視庁少年育成課少年環境係の山田耕平警部補、国立きぬ川学院の富田拓医務課

長。ＮＰＯ法人ＢＯＮＤプロジェクトの橘ジュン代表、子ども村：中高生ホッとステーション・あら

かわ子ども応援ネットワークの大村みさ子代表から事例を紹介しながらの説明があり、会

員も発言して活発なディスカッションが行われました。

昼食後、非行、いじめ、不登校、親子関係、子どもの貧困など、子どもたちを取り巻く社

会的課題について、９グループに分かれて「社会的課題の解決に当たってＢＢＳが果たすべ

き役割」をテーマに協議を行い、グループごとに全体発表をしました。

発表を聴いた講師から、「ＢＢＳ会員には子どもたちのために頑張ってほしい」との激励

があり、閉講式となり、ＢＢＳ運動発足７０周年記念行事の全日程が終了しました。

                  

富田 拓氏

橘 ジュン氏

山田 耕平氏

大村 みさこ氏
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９月１２日～１４日、東京都港区の品川プリンスホテルにおいて、第３回世界保護観察会議（主催：法務省、国際

連合アジア極東犯罪防止研修所(UNAFEI)、(更)日本更生保護協会、日本更生保護学会ほか／後援：欧州保護観

察連合(CEP)、米国保護観察協会(APPA)、(公財)アジア刑政財団(ACPF)、日本ＢＢＳ連盟ほか）が開催され、世界

34 の国と地域から、約 400 名（海外から 169 名登録）が参加しました。日本のＢＢＳ会員は８名が出席しました。

この会議は、犯罪者の社会内処遇の発展とこの分野における国際ネットワークの拡大を目的として、世界各国にお

ける実務・学術上の知見を共有するための世界規模の国際会議です。アジアで初開催となる今回の会議のメインテ

ーマは、「社会内処遇の発展とコミュニティの役割」で、コミュニティの積極的な参画による再犯防止やデシスタンス

（犯罪からの離脱、青少年の立ち直り）の促進に焦点を当て、その重要性について考察を深めました。戸田信久会長、

法務省保護局の田代晶子補佐官、ＢＢＳ担当の加藤早紀法務事務官と私は打合せ会議を繰り返しました。

ワークショップでは、法務総合研究所の横地環総括研究官が司会となり、「Big Brothers and Sisters Movement in 

Japan －更生保護を担う青年ボランティア－」と題して、戸田会長と私が発表しました。

発表の内容は、①「ＢＢＳについて」、②「日本の少年を取り巻く現状と、ＢＢＳ運動の課題」、③「まとめ」の３部構成

です。

①「ＢＢＳについて」では、保護観察中の少年のともだち活動の事例及び同活動による少年の変化についての紹介、

ＢＢＳ運動に対する保護観察官の意識調査結果を報告しました。

②「日本の少年を取り巻く現状と、ＢＢＳ運動の課題」では、最近 11 年間少年事件は減少しているが、不登校児童

生徒数やいじめ認知（発生件数）は増加し，通常学級における発達障害の児童生徒数が 10 年間で 6 倍になってい

ることなど、文部科学省の調査結果を紹介して少年問題の多様化を訴えました。それに応じて「ＢＢＳ運動基本原

則」が平成16 年に改訂され、ＢＢＳの活動も適応困難な少年が増えているという青少年問題の複雑多様化、地域社

会の変化に対応していること、これからも社会のニーズを模索していくべきことを述べました。

③「まとめ」では、ＢＢＳ運動に参画している私たちは「非行少年をほっとけない！」という気持ちを持ち、地域で活動

し、少年たちと接する中で自分自身が成長し、それが次の活動への活力となり、また活動している、この繰り返しがい

平成２９年９月１２日～１４日の３日間、第３回世界保護観察会議が開催されました！
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第３回世界保護観察会議のワークショップでの発表を終えて

日本ＢＢＳ連盟常務理事（国際担当） 小山 貴弘

戸田会長と小山会員


